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問１－５の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

障がい者緊急一時保護施設の設置が必要。

問１－６　居宅介護（家事援助）等の業務に含まれる「育児支援」の取扱いについて

育児支援を実施する

問１－６の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

行政の縦割り（保健福祉局・子ども未来局）で、議論が疎外されていると察しています。初めて
知った事なので確認させてください。部局をまたいだ包括的な取組が必要です。

問１－７　障害児とその家族に対する支援について

支援を充実する

問１－７の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

状況に応じた支援が講じられるようにすると共に、重度障害者等包括支援事業の実施にむけて取り
組む。

必要な場合は利用可能とする

問１－２の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

非定型およびＰＡ制度によって、逆に不利益を被る利用者も出てくるため、どのケースにおいても
画一的では無く一人ひとりに対応できる仕組みが必要。

問１－３　「重度訪問介護の非定型による支給決定等事務の手引き」の見直しについて

見直しが必要である

問１－３の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

どこかで支給への線引きをする必要はあるが、問１－２の回答の通り、個々のケースに対応できる
仕組みが必要。

問１－４　共同生活援助入居者が一時帰宅したときの訪問系サービスの利用について

一定の要件のもと利用可能とする

問１－４の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

利用期間や帰省時利用などの条件を設定した上で、利用を模索していくべき。

問１－５　「医療型障がい児入所施設・療養介護」のショートスティ利用等の緊急を要するサー

ビスと障害者手帳の未交付にともなう利用制限について

再検証して計画的に実施する

問１－１　障害者の地域移行を進めるために必要な障害福祉サービスの充実について

充実することが必要である

問１－１の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

とりわけ24時間介護が必要な重度障害をお持ちの方などにに対しては、現状では個々の障がいに応
じたサービスの提供を充分に行き渡せる程の状況を行政側が担保できておらず、また、請け負える
事業者や個人においても限りがある状況である。
抜本的な介護従事者への待遇改善および社会資源の開発と併せて、何より当事者の希望を叶えるた
めのスキームの再構築が必要である。

問１－２　「重度障がい者に必要な在宅介護のあり方に関する意見書」を再検証し、その内容を

計画的に実施することについて



問２－３　地域の普通学校への入学にあたっての合理的配慮の公的責任による確保について

公的責任として確保する

問２－３の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

人的な支援などはより進めていく一方、学校校舎などのハード部分においては既存施設に一括で付
設する事が難しい部分もある事から、建て直しをする学校から積極的に導入を促していく。

問２－１の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

合理的配慮をより進めて支援をしていくと共に、昨今はＩＣＴの活用も含めて障がいのある方への
サポートが少しずつ進んでいる事や、ｅスポーツなど障がいの有無にかかわらずユニバーサルな状
況で対戦ができるなど、特に若年層においては身近なところから障がい者と健常者の垣根を感じさ
せないようにするきっかけが多い事から、早い段階からのインクルーシブ教育を進めて行く。

問２－２　本人・保護者の意見の尊重と地域の普通学校への入学の可否について

自由回答欄記載

問２－２の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

本人の希望を尊重するも、実際に本人の特性に合った対応ができる職員がいない場合、本人が不利
益を被る事が考えられる。職員定数などにおいて加配などの柔軟な対応ができる仕組みの構築が先
に必要。また、それに伴う国からの交付金措置を求める。

計画的に進める

問２－１　障害の有無、種別、程度により分け隔てる特別支援教育から、障害に応じた支援を確

保することで、分け隔てないインクルーシブ教育への転換を計画的に進めることについて


